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目的 悪性黒色腫の術前評価における MRI の有用性を検討する 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング 大学病院 
対象者 悪性黒色腫患者 １８名 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ １ ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ １５ ） 

介入（要因曝露） 悪性黒色腫原発巣の厚さ，浸潤レベルを術前に MRI を用い評価し，

切除後に得られた組織学的な厚さと比較した。 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 病期 1. 主 要  2. 副 次  3. そ の 他

（ １ ） 
2 tumor thickness 1.主要 2.副次 3.その他（ 2）
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

爪の in situ の２例以外は MRI による評価が可能であった。 
皮下組織への浸潤の有無については全例で評価が可能であった。 
組織学的に得られた腫瘍の厚さと MRI により得られた腫瘍の厚さ

はよく相関した（Ｒ＝0.963） 
 
 
 

結論 

MRI の所見から推定した病期は術後病期と 16 例中 15 例が一致し，

術前評価に有用であることが示唆された。2mm 以下の病変の測定は

誤差が多く実用的ではない印象を受けた。組織の切り出し面と MRI
のスライス面が必ずしも一致しないことが誤差を生じる要因とな

り，評価を慎重に行う必要がある。MRI における信号強度は撮影条

件，他の要因の影響によって変化する。 
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エビデンスのレベル分類（ＩＶ） 
例数が少なく症例集積研究あるいは記述研究ともとれるが、ＭＲＩ

からの推定病期と術後病期の相関を検討しており、症例対照研究に

準ずる優れた研究と評価した。 
 
 

 
 
 




